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東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ３
月

５日  ゲスト ： ながさかえいじさん
　　「酒と野球を愛する漫画家」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

12日  ゲスト ： 坂東武子さん
　　「中村哲医師の追悼映画祭を上映して」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

19日  話題の本＝町田康著「しらふで生きる」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

26日  ゲスト ： 金子真也さん
　　「カンボジアで衛生教育を行う」
 （キャスター ： 石河亮平編集委員）

「どなたでもここに来て元気になってくれれば、
嬉しいです」 と笑顔で話す大竹口聡美さん

杉本哲也さん川西修さん

東大阪市西堤楠町 3－2－24
TEL 06－6787－7787
営業時間　11時～18時
定休日　日曜日・祝日

フラワーショップnathu（なちゅ）

成
光
精
密
株
式
会
社

社長　高満洋徳
大阪市港区波除1－4－35
☎06－6586－5771

成光精密株式会社

2020・3・1　

　

日
本
は
「
あ
ぶ
な
い
国
」
扱
い
さ
れ
た
。

前
号
で
懸
念
し
た
よ
う
に
日
本
は
イ
ス

ラ
エ
ル
、
韓
国
、
タ
イ
な
ど
９
カ
国
で

渡
航
抑
制
さ
れ
た
。
米
国
や
豪
州
、
台

湾
な
ど
は
注
意
扱
い
だ
。　

　

政
府
の
新
型
肺
炎
対
策
会
合
（
２
月

16
日
）
で
安
倍
首
相
は
「
先
手
先
手
の
対
策
」
を

命
じ
た
が
、
現
実
は
後
手
後
手
だ
。
い
や
な
予
感

が
す
る
の
は
、
小
中
学
の
生
徒
や
先
生
、
給
食
関

係
者
の
感
染
で
あ
る
。

　

文
科
相
は
休
校
措

置
で
パ
ソ
コ
ン
１
人

１
台
政
策
を
ス
マ
ー
ト
授
業
で
早
期
実
施
す
れ
ば

よ
い
。
さ
ら
に
医
療
従
事
者
（
医
師
、
看
護
師
、

検
疫
官
、
介
護
施
設
職
員
な
ど
）
が
感
染
し
た
こ

と
は
毒
性
が
強
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

危
惧
し
て
い
た
全
員
検
査
な
し
下
船
で
、「
ク

ル
ー
ズ
船
内
の
厚
労
省
職
員
が
検
査
を
受
け
ず
職

場
復
帰
」「
ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
23
人
が
ウ
イ
ル
ス

検
査
漏
れ
」
な
ど
の
ミ
ス
が
発
生
。
下
船
後
の
健

康
追
跡
は
密
着
対
応
を
期
待
し
た
い
。

　

門
田
隆
将
著
「
死
の
淵
を
見
た
男
〜
吉
田
昌
郎

と
福
島
第
一
原
発
」（
角
川
文
庫
）
は
９
年
前
の

原
発
事
故
の
現
場
で
命
を
賭
し
た
50
人
超
の
実
名

入
り
の
人
間
の
記
録
で
あ
る
。
著
者
は
「
最
悪
の

事
態
の
中
で
、
現
場
が
ど
う
動
き
、
何
を
感
じ
、

ど
う
闘
っ
た
の
か
と
い
う
〝
人
と
し
て
の
姿
〞」

を
知
り
た
か
っ
た
と
言
う
。
こ
れ
を
映
画
化
し
た

の
が
３
月
６
日
公
開
の
映
画
「Fukushim

a50

」。

記
者
も
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
同
じ
思
い
を
持
つ
。
書

籍
や
映
画
は
後
世
に
残
る
貴
重
な
検
証
資
料
だ
。

　

有
事
の
際
、
で

き
る
責
任
者
は
最

適
解
を
出
す
。
東
京
都
は
３
万
８
千
人
参
加
の
マ

ラ
ソ
ン
を
エ
リ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
２
０
０
人
で
、
大

阪
府
は
５
３
０
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
・
延
期
、
と

決
断
し
た
。
３
月
８
日
か
ら
の
春
場
所
は
無
観
客

テ
レ
ビ
中
継
で
も
よ
い
。

　

感
染
日
本
列
島
は
高
品
質
医
療
で
コ
ロ
ナ
を
退

治
す
る
で
あ
ろ
う
。お
上
は
外
出
自
粛
と
い
う
が
、

本
で
読
ん
だ
「Fukushim

a50

」
の
感
動
を
映
画

で
上
書
き
し
て
お
き
た
い
。

晴耕雨読

新
型
肺
炎
は
高
品
質
医
療
で
退
治

　

成
光
精
密
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
高
満
洋

徳
さ
ん
（
43
）
＝
写
真
＝
の
出
身
地
は
岡
山
県

玉
野
市
だ
。
父
親
が
電
気
工
事
業
を
営
ん
で
お

り
、
漠
然
と
後
を
継
ぐ
考
え
で
大
阪
工
業
大
学

の
電
気
工
学
科
に
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
大
阪
市

内
の
電
気
工
事
会
社
に
２
年
ほ
ど
勤
務
し
た
が
、

大
阪
港
区
で
２
０
０
１
年
９
月
に
創
業
、
２
０

０
７
年
７
月
に
成
光
精
密
株
式
会
社
を
設
立
し

た
。

　

同
社
は
モ
ノ
づ
く
り

に
携
わ
る
客
先
の
様
々

な
要
求
に
応
え
た
い
と

い
う
思
い
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
機
械
設

備
・
検
査
設
備
・
周
辺

機
器
を
充
実
さ
せ
る
と

共
に
、
技
能
者
を
育
て

現
場
の
パ
ワ
ー
を
増
強

し
て
き
た
。

　

最
も
得
意
と
す
る
の

は
、
精
密
部
品
の
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
（
試
作
品
）

の
加
工
で
あ
り
、
ま
ず

も
っ
て
客
先
の
要
望
に

Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
基
本

姿
勢
が
強
み
だ
。

　

主
力
の
客
先
は
、
①

自
動
車
関
連
の
パ
ー

ツ
加
工
、
生

産
ラ
イ
ン
用

単
能
機
の
設

計
・
製
作
、

②
半
導
体
・

液
晶
関
連
の
パ
ー
ツ

加
工
、③
医
療
関
係
、

産
業
用
機
械
設
備
の

パ
ー
ツ
加
工
で
あ

り
、
主
た
る
出
荷
先

は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

開
発
部
門
に
な
る
。

　

社
員
に
は
女
性
を

積
極
的
に
採
用
し
て

い
る
。
女
性
が
作
業

者
と
し
て
現
場
仕
事

を
す
る
と
、
雰
囲
気

も
明
る
く
な
っ
て
好

評
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
実
習
生
を
５
人
受
け

入
れ
て
、
技
能
社
員
と

し
て
２
人
を
雇
用
し
て

い
る
。

　

高
満
社
長
の
現
在
進

行
形
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
「
世
界
の
モ
ノ
づ
く

り
の
課
題
を
解
決
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」、

Garage Minato

（

ガ

レ
ー
ジ
・
ミ
ナ
ト
）
だ
。

モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
活

躍
で
き
る
世
界
を
実
現

し
た
い
強
い
思
い
か

ら
、「
ア
イ
デ
ア
を
す

ぐ
、
カ
タ
チ
に
！
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
ア
イ
デ
ア

と
町
工
場
を
つ
な
ぐ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、
２
０
１
８
年
４
月

20
日
、
成
光
精
密
株
式

会
社
本
社
ビ
ル
２
階
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス

だ
。

　

ガ
レ
ー
ジ
・
ミ
ナ

ト
の
具
体
的
な
成
果

は
２
０
１
９
年
７
月

現
在
で
、
来
場
者
数

２
３
８
３
人
（
セ
ミ

ナ
ー
・
研
究
者
・
行

政
視
察
・
修
学
旅
行

生
等
々
）、
協
力
工
場

33
社
増
加
、
新
規
取
引

先
23
社
増
加
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
相
談
件
数
31
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
進
行
中
の
主
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

①
大
阪
テ
ク
ノ
マ
ス
タ

ー
勉
強
会
、
②
ス
ポ
ー

ツ
機
器
開
発
、
③
技
能

継
承
塾
、④
海
底
調
査
、

⑤
次
世
代
育
成
。

　

特
に
④
項
の
採
択
テ

ー
マ
「
量
産
型
海
中
・

海
底
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

構
築
」
は
、
人
類
の
活

動
域
を
大
洋
底
に
拡
大

す
る
こ
と
を
長
期
目
標

に
し
て
い
る
。
海
底
地

形
図
の
作
成
・
巨
大
地

震
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
・
海
洋
底
資
源
の

調
査
等
が
大
き
な
目
的

だ
。

　

同
社
は
か
な
り
の
潜

在
能
力
を
秘
め
て
い

る
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
例
に
と

れ
ば
、
現
況
で
は
圧
倒

的
に
中
国
メ
ー
カ
ー
が

市
場
を
席
捲
し
て
い

る
。
他
方
、
韓
国
ヒ
ュ

ン
ダ
イ
が
米
国
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
と
組
ん
で
空

飛
ぶ
自
動
車

も
ど
き
の
ド

ロ
ー
ン
を
開

発
中
だ
と
い

う
。
メ
ー
カ

ー
を
目
指
す

に
は
ド
ロ
ー

ン
ば
か
り
で

は
な
い
が
、

同
社
は
そ
う

遠
く
な
い
時

期
に
大
化
け
す
る
よ
う

な
予
感
が
す
る
。

　

高
満
社
長
の
信
条
は

「
社
員
の
幸
せ
の
追
求

で
あ
り
、
そ
の
環
境
を

作
る
の
が
使
命
」
だ
と

い
う
。
そ
う
い
え
ば
社

員
が
皆
幸
せ
そ
う
な
顔

を
し
て
い
る
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

9
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尾
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八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

アイデアをすぐ、 カタチに！

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―
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０
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３
１
２
５

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

電
気
主
任
技
術
者
電
験
３
種
取
得
者

募　集

　

国
民
的
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
が
足
繁
く
通
っ
た
近
鉄
河
内
小
阪
駅
前
の
書
店
、
栗
林
書

房
（
栗
林
秀
一
社
長
）
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
知
性
と
教
養
に
奉
仕
す
る
」。
昭
和
７
年
５
月

創
業
な
の
で
、
今
年
88
周
年
を
迎
え
る
。
人
間
で
言
う
な
ら
ば
、
米
寿
の
お
祝
い
を
す
る

年
に
当
た
る
。

い
い
出
会
い

い
い
出
会
い

い
い
人
生
　

い
い
人
生
　

い
い
仕
事

い
い
仕
事
　

 

を
コ
ン
セ
プ
ト
に

を
コ
ン
セ
プ
ト
に

三喜友塾三喜友塾

　

東
大
阪
読
書
友
の
会
（
根
川
章
子
会
長
）
の
令
和
２
年
度
テ
ー
マ

本
が
決
ま
っ
た
（
一
覧
表
参
照
）。
読
書
会
は
毎
月
第
３
火
曜
日
13

時
〜
15
時
、
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
（
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
河
内
永
和
駅

前
）
で
行
わ
れ
る
。
年
会
費
は
３
、０
０
０
円
。

　

こ
れ
ま
で
読
書
会
は
大
阪
商
業
大
学
谷
岡
記
念
館
で
行
わ
れ
て
い

た
が
、
３
月
７
日
の
永
和
図
書
館
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
会
場
が
こ
こ

に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
図
書
館
（
☎
06
―
６
７
８
１
―
５
５
０
０
）
へ
。

４
月　

希
望
の
糸

東
野
圭
吾

５
月　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診
療
所
か
ら

中
村　

哲

６
月　

護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ

中
山
七
里

７
月　

若
冲

澤
田
瞳
子

８
月　

海
の
見
え
る
理
髪
店

萩
原　

浩

９
月　

自
分
の
財
産

曽
野
綾
子

10
月　

愛
が
な
ん
だ

角
田
光
代

11
月　

吾
輩
は
猫
で
あ
る

夏
目
漱
石

12
月　

深
川
澪
通
り
木
戸
番
小
屋

北
原
亞
以
子

１
月　

新
年
会

２
月　

天
下
一
の
軽
口
男

木
下
昌
輝

３
月　

空
飛
ぶ
教
室

ケ
ス
ト
ナ
ー
（
高
橋
健
二
訳
）

☆
10
月　

豊
中
と
よ
読
書
会
と
交
歓
読
書
会
開
催

　

場
所　

永
和
図
書
館

　

テ
キ
ス
ト　
「
愛
が
な
ん
だ
」
角
田
光
代

東
大
阪
読
書
友
の
会

令　

和

２
年
度

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
を

通
し
て
東
大
阪
の
文
化
を

支
え
発
信
し
続
け
て
き
た

同
書
房
が
新
し
い
試
み
を

始
め
た
。
店
内
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
だ
。
昨
年
12
月
に

「
47
都
道
府
県
の
歴
史
と

地
理
が
わ
か
る
辞
典
」（
幻

冬
舎
新
書
）
の
著
者
、
伊

藤
賀
一
さ
ん
を
迎
え
て
第

１
回
が
行
わ
れ
、
盛
況
だ

っ
た
。

　

第
２
回
が
２
月
23
日

（
天
皇
誕
生
日
）
に
行
わ

れ
た
。
ゲ
ス
ト
は
リ
ク
ル

ー
ト
運
営
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
備
校
「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ

リ
」
講
師
、
岡
本
梨
奈
さ

ん
（
42
）。「
ざ
ん
ね
ん
な

万
葉
集
」（
飛
鳥
新
社
）

や
「
世
界
一
楽
し
い
！　

万
葉
集
キ
ャ
ラ
図
鑑
」（
新

星
出
版
社
）
な
ど
多
く
の

著
書
が
あ
る
。
令
和
と
い

う
元
号
が
発
表
さ
れ
た
直

後
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

に
引
っ
張
り
だ
こ
だ
。

　

日
本
一
生
徒
数
が
多
い

古
文
講
師
だ
け
あ
り
、
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ト
ー

ク
で
約
20
人
の
参
加
者
を

魅
了
し
、
２
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。
苦

手
だ
っ
た
古
文
を
克
服
し

て
得
点
源
の
科
目
に
変
え

た
体
験
か
ら
、
古
文
で
つ

笑顔が輝く岡本梨奈さん

栗林書房でトークショー栗林書房でトークショー

ん
（
45
）
は
15
歳

と
12
歳
の
女
の
子

を
持
つ
肝
っ
玉
母

さ
ん
だ
。
と
に
か

く
朗
ら
か
で
、
一

緒
に
い
る
だ
け
で

心
が
ほ
っ
こ
り
す

る
。
店
内
は
色
と

り
ど
り
の
花
に
囲

ま
れ
、
い
つ
ま
で

も
い
た
く
な
る
よ
う
な
空

気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

取
材
中
に
何
組
か
の
お

客
さ
ん
が
入
っ
て
き
た
。

異
口
同
音
に
「
い
つ
も
あ

り
が
と
う
」
と
言
う
。
店

主
が
お
客
さ
ん
に
言
う
挨

拶
言
葉
だ
。
そ
れ
が
こ
こ

で
は
反
対
に
、
店
に
入
る

や
否
や
先
に
お
客
さ
ん
が

礼
を
述
べ
て
い
る
。

　

小
学
５
年
生
の
男
の
子

を
連
れ
た
30
代
の
お
母
さ

ん
に
話
を
聞
く
と
、「
地

元
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る

花
屋
さ
ん
で
す
。
西
堤
小

学
校
の
通
学
路
に
お
店
が

あ
り
、
子
ど
も
の
面
倒
を

よ
く
見
て
く
れ
て
、
親
と

し
て
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
」。フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
ｎ
ａ
ｔ
ｈ
ｕ
が
あ
る
こ

と
で
、
地
域
の
安
全
・
安

心
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

店
名
の
由
来
を
大
竹
口

さ
ん
に
聞
く
と
、
一
瞬
言

葉
を
詰
ま
ら
せ
た
。
亡
く

な
っ
た
長
女
、
菜
月
さ
ん

の
名
前
か
ら
取
っ
た
と
い

う
。
地
域
の
遠
足
で
川
遊

び
に
行
っ
た
際
、
溺
れ
て

亡
く
な
っ
た
。小
学
２
年
、

８
歳
だ
っ
た
。
自
分
も
一

緒
に
行
っ
て
い
た
の
に
、

少
し
目
を
離
し
た
と
き
に

…
。
悔
や
ん
で
も
悔
や
み

き
れ
な
い
。
生
き
て
い
れ

ば
、今
年
18
歳
を
迎
え
る
。

　

娘
と
い
つ
で
一
緒
に
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
娘
の
名
前
を
付
け
て

店
を
開
い
た
と
い
う
わ
け

だ
。

　

今
後
は
、
フ
ラ
ワ
ー
セ

ラ
ピ
ー
の
世
界
へ
と
活
動

範
囲
を
広
げ
た
い
と
語
る

大
竹
口
さ
ん
。
菜
月
さ
ん

と
二
人
三
脚
で
夢
の

実
現
へ
１
歩
１
歩
進

ん
で
い
る
。

地
域
に
愛
さ
れ
る
可
愛
い
花
屋
さ
ん

ま
ず
く
所
が
分
か
り
、
そ

の
克
服
法
を
見
出
し
た
。

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
披
露
。

　

岡
本
さ
ん
は
大
阪
教
育

大
学
へ
進
み
、
卒
業
後
は

予
備
校
講
師
に
。
受
験
生

を
指
導
す
る
な
か
、
調
理

師
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ

ね
ば
と
い
う
熱
い
思
い
に

突
き
動
か
さ
れ
る
。
予
備

校
を
辞
め
て
辻
調
理
師
専

門
学
校
に
通
い
調
理
師
免

許
を
取
得
。
愛
読
書
の
サ

ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
作

「
星
の
王
子
さ
ま
」
を
フ

ラ
ン
ス
語
で
読
み
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
半
年
間

み
っ
ち
り
フ
ラ
ン
ス
語
を

学
び
、
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ

ン
の
上
級
校
へ
。
リ
ヨ
ン

は
作
者
の
生
誕
地
だ
。

　

帰
国
後
、
古
典
講
師
に

復
帰
し
、
現
在
に
至
る
。

　

常
に
前
向
き
で
、
ど
ん

な
苦
難
も
乗
り
越
え
、
夢

を
夢
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
実
現
さ
せ
る
岡
本
さ

ん
。
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、
優
し
く
語
り
か
け
る

よ
う
に
講
演
す
る
姿
に
涙

ぐ
む
参
加
者
も
。

　

講
演
後
の
サ
イ
ン
会

は
、
１
人
１
人
と
丁
寧
に

言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
行

わ
れ
た
。
岡
本
さ
ん
の
フ

ァ
ン
は
全
国
各
地
に
お

り
、
こ
の
日
は
名
古
屋
か

ら
の
参
加
者
も
あ
っ
た
。

　

栗
林
書
房
で
は
、
今
後

も
隔
月
の
ペ
ー
ス
で
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
る
。
問
い

合
わ
せ
は
同
書
房
（
☎
０

６
―
６
７
２
４
―
１
２
０

０
）
へ
。

　
「
い
い
出
会
い
」「
い
い

人
生
」「
い
い
仕
事
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
し
た
勉
強
会

「
三
喜
友
塾
」
の
発
足
会

が
、
２
月
20
日
に
中
央
電

気
倶
楽
部
（
大
阪
市
北
区

堂
島
浜
２
）
で
開
か
れ
、

約
１
３
０
人
が
参
加

し
た
。
英
語
の
サ

ン
キ
ュ
ー
（Thank 

you

）
に
か
け
て
命

名
さ
れ
た
。

　

世
話
人
は
川
西

修
さ
ん
（
幸
南
食
糧

株
式
会
社
取
締
役
会

長
）、
戸
田
正
純
さ

ん
（
株
式
会
社
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
会
長
）、
西
川

秀
二
さ
ん
（
プ
ル
デ

ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険

株
式
会
社
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）、

石
田
明
美
さ
ん
（
株
式
会

社
ピ
ル
プ
ワ
ー
ク
代
表
取

締
役
社
長
）、
高
田
和
弘

さ
ん
（
株
式
会
社
テ
ィ
ー

エ
ル
エ
ス
代
表
取
締
役
社

長
）、
杉
本
哲
也
さ
ん
（
自

彊
不
息
塾
塾
長
）、
増
田

歩
さ
ん
（
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
．
株
式
会
社

そ
ご
う
・
西
武
現
リ
ー
ダ

ー
職
）、
巽
房
子
さ
ん
（
株

式
会
社
マ
ザ
ー
プ
ラ
ス
代

表
取
締
役
）。

　

こ
の
日
は
、
川
西
修

さ
ん
に
よ
る
仕
事
に
対

す
る
心
構
え
に
つ
い
て

の
特
別
講
演
が
約
１
時

間
行
わ
れ
、
そ
の
後
杉

本
哲
也
さ
ん
か
ら
同
塾

に
つ
い
て
の
具
体
的
な

説
明
が
あ
っ
た
。
閉
会

後
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
参

加
者
が
入
塾
届
け
を
提

出
し
て
会
場
を
後
に
し

た
。

　

今
後
の
開
催
予
定
は
、

４
月
９
日
、
６
月
25
日
、

８
月
20
日
、
10
月
15
日
、

12
月
17
日
。

　

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

（
☎
06
―
６
２
１
０
―
２

２
５
７
）
へ
。

発足会に130人参加

　

そ
こ
に
い
る
だ
け
で
癒

さ
れ
る
場
が
東
大
阪
に
あ

る
。
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ｎ
ａ
ｔ
ｈ
ｕ
（
な
ち
ゅ
）

だ
。

　
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
可

愛
い
花
屋
さ
ん
」
と
し
て

平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン
。

店
主
の
大
竹
口
聡
美
さ

ガレージ・ミナトで会議を開く

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 監　　修　（一社）災害避難研究所

企画開発　大興産業株式会社
製　　造　マツモラ産業株式会社
T　E　L　072-925-3450

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

ホ
ー
ク
ラ
イ
ト
ゼ
ッ
ト

ホ
ー
ク
ラ
イ
ト
ゼ
ッ
ト

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

　

毎
月
の
コ
ス
ト
０
円

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

　

毎
月
の
コ
ス
ト
０
円

大
竹
口
聡
美
さ　
　

ん
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イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
奉
し
て

お
り
、
豚
肉
を
食
す
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

日
常
の
食
べ
物
は
、
日
本

と
よ
く
似
た
炒
飯
や
餃
子

ふ
う
の
も
の
が
あ
り
、
床

長
）
と
の
共
催
で
実
現
し

た
。
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス

ベ
ル
デ
は
吉
田
完
深
さ
ん

（
56
）
と
吉
田
朱
里
さ
ん

（
29
）
親
子
が
運
営
し
て

お
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
＆

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

を
専
門
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
２
万
人

以
上
が
受
講
。
八

尾
は
じ
め
天
王
寺

や
生
駒
で
も
レ
ッ

ス
ン
を
開
い
て
い

る
。

　

花
束
み
た
い
な

新
し
い
寄
せ
植
え

技
法 

「
プ
ラ
ン

ツ
・
ギ
ャ
ザ
リ
ン

グ
」
を
取
り
入
れ

て
７
年
に
な
り
、

個
性
豊
か
な
広
が

り
を
見
せ
る
。
今

回
の
作
品
展
に
は

85
人
が
出
展
。
会

場
は
ま
さ
し
く
華
や
い

だ
。

　

13
日
に
は
来
場
者
と
ベ

ル
デ
講
師
と
生
徒
が
一
緒

に
ひ
と
つ
の
大
き
な
寄
せ

植
え
作
品
を
作
り
上
げ
る

「
寄
せ
植
え
シ
ョ
ー
」
が

行
わ
れ
た
。

　

寄
せ
植
え
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
一
番
乗
り
し
た
の

は
田
中
誠
太
前
八
尾
市
長

だ
。
吉
田
さ
ん
親
子
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
作
っ
て
い
た
。

■
サ
イ
ダ
ー
の
王
冠
か
ら

作
業
工
具
へ

　

株
式
会
社
関
西
ク
ラ
ウ

ン
工
業
社
（
八
尾
市
曙
町

１
―
54
）
の
温
川
政
佳
さ

ん
は
昭
和
60
年
５
月
、
社

長
に
就
任
し
た
。
同
社
は

も
と
も
と
は
サ
イ
ダ
ー
や

ジ
ュ
ー
ス
の
王
冠
製
造
業

と
し
て
昭
和
25
年
８
月
に

大
阪
市
平
野
区
で
故
・
温

川
政
吉
さ
ん
が
創
業
。

　
「
昭
和
32
、
33
年
ご
ろ

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
コ
カ
・

コ
ー
ラ
が
上
陸
。
爆
発
的

に
売
れ
だ
し
、
町
の
飲
料

水
メ
ー
カ
ー
は
次
々
に
潰

れ
、
当
社
の
最
大
手
の
得

意
先
も
倒
産
し
た
」。
そ

こ
で
、「
冷
間
鍛
造
」
技

術
を
用
い
て
、
ソ
ケ
ッ
ト

レ
ン
チ
の
製
造
を
昭
和
41

年
か
ら
始
め
た
。

　

６
年
後
、
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｏ

（
ガ
ル
ボ
）
ブ
ラ
ン
ド
を

設
置
し
本
格
的
に
海
外
輸

出
を
始
め
、
昭
和
52
年
現

住
所
に
本
社
を
移
転
。

　

今
や
ソ
ケ
ッ
ト
レ
ン
チ

は
半
世
紀
を
超
え
る
伝
統

的
売
れ
筋
商
品
だ
。

　
　■
お
客
さ
ん
の
思
い
に
応

え
る

　
「
ど
ん
な
相
談
も
、
ど

ん
な
引
き
合
い
も
必
ず
回

答
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の

通
り
、
大
量
生
産
か
ら
多

品
種
少
量
ま
で
弾
力
的
に

対
応
す
る
。

　

例
え
ば
「
市
販
の
工
具

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
」

「
工
具
箱
に
収
ま
る
よ
う

な
サ
イ
ズ
に
」「
工
事
の

効
率
を
上
げ
る
工
具
は
な

い
か
？
」
な
ど
の
困
り
ご

と
や
要
望
を
解
決
す
る
の

を
生
業
に
す
る
。

　

ソ
ー
ラ
ー
架
台
工
事
や

橋
梁
工
事
な
ど
狭
い
場
所

で
ボ
ル
ト
を
電
動
ド
ラ
イ

バ
ー
で
し
っ
か
り
締
め
付

け
る
画
期
的
な
レ
ン
チ
・

ス
ピ
ー
ダ
ー
レ
ン
チ
「
こ

り
ゃ
ナ
ッ
ト
君
」
は
お
客

さ
ん
の
声
か
ら
生
ま
れ

た
。
そ
の
他
に
も
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
の
「
ソ
ケ
ッ
ト
レ

ン
チ
セ
ッ
ト
・
34
ピ
ー

ス
」「
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
ハ

ン
ガ
ー
」「
別
作
工
具
」

な
ど
が
あ
る
。

　

困
り
ご
と
を
た
ち
ど
こ

ろ
に
解
決
す
る
「
怪
傑
」

マ
ン
で
あ
り
、
お
助
け
マ

ン
的
存
在
だ
。

■
ど
ん
な
こ
と
で
も
応
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ニ
ー
ズ
や
要
望
に
応
え

る
と
い
え
ど
も
、
自
社
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ

れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の

は
、
長
年
に
わ
た
る
60
数

社
の
協
力
会
社
が
持
つ
そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
・
技
能
や

設
備
、
マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど

の
連
係
プ
レ
ー
で
あ
る
。

企
画
か
ら
設
計
・
製
造
ま

で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
フ

ル
サ
ー
ビ
ス
す
る
機
能

（
事
業
体
）
を
持
つ
。

　

普
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
点
と
点
で
繋
が
れ
て
い

る
が
関
西
ク
ラ
ン
工
業
社

の
「
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
点
か
ら
線

へ
、
線
か
ら
面
へ
と
拡
張

す
る
こ
と
で
よ
り
強
い
組

織
体
に
な
る
。
他
所
に
な

い
強
み
だ
。

■
「
３
Ｓ
活
動
」
か
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

　

異
業
種
交
流
会
で
始
め

た
「
３
Ｓ
」
活
動
を
き
っ

か
け
に
、
環
境
経
営
を
先

取
り
。
平
成
13
年
に
は
品

質
保
証
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
、
９
０
０
２

を
取
得
し
た
が
、「
中
小

企
業
が
環
境
を
考
え
た
事

業
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
サ

イ
ズ
」
で
は
な
か
っ
た
。

平
成
17
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
０
の
国
内
版 

Ｋ
Ｅ

Ｓ
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
取
得
し
た
。

　

分
か
り
や
す
く
、
使
い

勝
手
が
よ
く
、
費
用
も
安

く
、
効
果
も
大
き
い
こ
と

を
実
感
。
広
く
世
に
普
及

さ
せ
た
い
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾

「
大
阪
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構
」

（
О
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ
）
を
平
成

22
年
に
設
立
。
温
川
さ
ん

は
О
―
Ｋ
Ｅ
Ｓ
担
当
理
事

（
事
務
局
担
当
企
業
）
に

就
任
し
た
。

■
ロ
ボ
ッ
ト
の
郷
・
八
尾

を
目
指
す

　

マ
テ
ッ
ク
八
尾
（
八
尾

経
営
・
技
術
交
流
会
）
は

23
社
が
大
学
・
高
等
専
門

学
校
や
公
的
機
関
と
連
携

し
て
技
術
と
経
営
を
研
究

す
る
（
平
成
13
年
設
立
）。

と
り
わ
け
、
ロ
ボ
ッ
ト
分

科
会
は
「
八
尾
市
を
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
の
生
ま
れ
故

郷
に
、基
幹
産
業
に
す
る
」

と
挑
戦
的
だ
。
年
１
度
の

「
八
尾
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ア
」

は
今
年
で
12
回
目
。
八
尾

市
立
小
学
校
へ
の
出
前
授

業
は
「
小
さ
な
ロ
ボ
ッ
ト

博
士
」
の
誕
生
を
支
援
す

る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
時
代
を
見

抜
い
て
い
た
温
川
さ
ん
は

「
八
尾
に
は
金
属
・
加
工
・

製
品
、
電
気
・
電
子
な
ど

が
多
い
。
奈
良
工
業
高
等

専
門
学
校
と
も
包
括
協
定

で
繋
が
っ
た
。
八
尾
の
子

ど
も
た
ち
は
工
業
系
に
進

八尾市太子堂3－2－6

TEL 072－999－7015

FAX 072－921－7907

グリーンオフィスベルデ

代表取締役　温川政佳　

住所　八尾市曙町1－54

TEL 072－991－8899

FAX 072－991－8808

〔主な取扱品目〕冷間鍛造製品、

別作工具、自動車部品、建築部

品、機械部品、TVモニターハ

ンガー

株式会社
関西クラウン工業社

お
く
や
み

左から森崎律子さん、アザットさん、ミャフリさん

吉田完深さん （左） と吉田朱里さん （中央） の指導
を受けながら寄せ植えする田中誠太前八尾市長

自社で製造した電気自動車に乗る温川政佳さん

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
テ

ー
マ
に
映
画
を
作
る
と
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

彼
は
ア
メ
リ
カ
の
抱
え
る
闇
の
部
分
を
え
ぐ
り
出

し
、
映
画
に
し
て
世
界
に
知
ら
せ
て
い
る
。
映
画

「
華
氏
９
１
１
」
で
は
ト
ラ
ン
プ
が
米
国
大
統
領

に
な
る
ま
で
の
茶
番
劇
と
オ
バ
マ
が
国
民
の
裏
切

り
者
で
あ
る
こ
と
を
一
刀
両
断
に
描
い
た
。
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
が
い
か
に
生
ま
れ
巨
大
な
力
を
持
つ
に
至

っ
た
か
を
映
像
で
示
し
な
が
ら
説
明
し
、
ト
ラ
ン

プ
と
比
較
。
鮮
や
か
な
手
法
だ
。

　

同
作
品
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
版
を
作
る
と
な
る
と

…
。
そ
ん
な
夢
想
を
抱
き
な
が
ら
、
タ
ラ
ス
社
長

と
菅
野
君
の
会
話
を
ぼ
ん
や
り
聞
い
て
い
た
。

　
「
そ
れ
は
本
当
で
す
か
！
」

　

菅
野
君
が
大
声
を
上
げ
た
の
で
、
に
わ
か
に
我

に
返
っ
た
。
タ
ラ
ス
社
長
は
、
慌
て
て
彼
を
な
だ

め
て
い
る
。

　
「
何
事
で
す
か
。
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
、
聞
き

そ
び
れ
ま
し
た
」

　

そ
う
私
が
聞
く

と
、
タ
ラ
ス
社
長

は
目
を
白
黒
さ
せ

な
が
ら
説
明
す

る
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
決
し
て
マ
ス

ク
を
着
け
な
い
で

く
だ
さ
い
、
と
お

話
し
し
た
だ
け
で

す
が
…
。
テ
レ
ビ

で
見
た
の
で
す
。

今
、
日
本
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
街
を
歩

く
人
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
ま
す

ね
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
か
ら
す
る
と
、
ホ
ラ
ー
映
画

の
よ
う
に
映
る
の
で
す
」

　

菅
野
君
は
驚
い
た
表
情
を
崩
さ
ず
に
聞
い
て
い

る
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は

菅
野
君
の
肩
を
叩
い
た
。
そ
し
て
続
け
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
マ
ス
ク
を
着
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
重
病
人
で
す
と
公
言
す
る
よ
う
な
も
の
な

ん
だ
。
エ
イ
ズ
や
エ
ボ
ラ
出
血
熱
と
い
っ
た
…
。

そ
ん
な
重
病
人
が
街
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
な
ん
て
、

し
か
も
大
勢
の
人
が
…
。
ホ
ラ
ー
映
画
と
し
か
思

え
な
い
ん
だ
よ
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
し
て
み
れ
ば
」

　

タ
ラ
ス
社
長
は
私
の
説
明
に
納
得
し
た
よ
う

だ
。
表
情
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
菅

野
君
は
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
口
を
ポ
カ
ン
と

開
け
た
ま
ま
だ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
144

マスクは禁物

ウクライナ

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2020 年９月必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1995 年４月２日～ 2005 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2020年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所

爆笑！スーパーライブ 2020
あれから 40年～　　　　　　　　　　　
中高年の皆様を笑いの渦に巻き込みます！

日　程　令和２年（2020年）３月 15日（日）
　　　　14：00～開演（13：00開場）
会　場　八尾プリズムホール
参加費　S 席 5,800 円　A席 5,300 円（※18歳未満は入場不可）
お問い合わせ　プリズムホール(八尾市文化会館) 1階チケットカウンター

綾小路きみまろ

イ
ベ
ン
ト
情
報

花
束
み
た
い
な
寄
せ
植
え
作
品
展

花
束
み
た
い
な
寄
せ
植
え
作
品
展

株
式
会
社
関
西
ク
ラ
ウ
ン
工
業
社

異
才
経
営
者  
温
川 

政
佳 

さ
　
　
ん

　
「
70
歳
完
全
リ
タ
イ
ア
を
描
い
て
い
た
」
と
話
す

意
気
軒
高
な
温
川
政
佳
さ
ん
（
74
）
に
は
リ
タ
イ
ア

は
な
さ
そ
う
だ
。
本
業
の
冷
間
鍛
造
技
術
と
品
質
・

環
境
な
ど
の
管
理
手
法
は
評
価
が
高
い
。
会
社
経
営

を
離
れ
て
は
、「
八
尾
を
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
生
ま
れ

故
郷
に
」と
情
熱
を
注
ぎ
、地
域
情
報
発
信
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ

お
で
郷
土
愛
を
発
信
す
る
。
先
見
性
に
富
む
多
彩
な

才
能
の
経
営
者
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
パ
ッ
シ
ョ
ン
と

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
風
に
触
れ
た
。

ん
で
欲
し
い
」
と
温
川
製

電
気
自
動
車
（
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
付
き
）
の
前
で

訴
え
た
。
幻
の
都
（
東
弓

削
遺
跡
）
に
「
ロ
ボ
ッ

ト
の
郷
」 

出
現
が
楽
し
み

だ
。

■
聞
い
て
い
ま
す
か
Ｆ
Ｍ

ち
ゃ
お

　

毎
週
土
曜
日
の
19
時
か

ら
始
ま
る
「
エ
コ
ラ
ブ
オ

ン
ト
ー
ク
」
の
30
分
間

は
、
お
ん
ち
ゃ
ん
、
あ
き

ち
ゃ
ん
の
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク

番
組
。
温
川
さ
ん
と
八
尾

在
住
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
Ｏ

ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
が
繰

り
広
げ
る
軽
妙
な
掛
け
合

い
の
時
間
は
、
時
を
忘
れ

る
ほ
ど
だ
。
提
供
は
大
阪

Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構
。

　

翌
日
曜
日
19
時
か
ら
の

２
時
間
は
地
元
で
の
イ
ベ

ン
ト
取
材
番
組
「
音
ち
ゃ

お
」
が
放
送
さ
れ
る
。
こ

こ
に
も
不
定
期
な
が
ら
登

場
す
る
。

　

温
川
政
佳
さ
ん
は
人
生

１
０
０
年
時
代
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
モ
デ
ル

に
ふ
さ
わ
し
い
。

 

（
石
河
亮
平
）

（注）「KES（環境マネジメントシステム・ス
タンダード）」 は、業種・規模を問わずあらゆ
る組織で取り組める。「環境への負荷を管理・
軽減するとともに環境経営の推進にも有効な
仕組み」。八尾市、八尾市水道局、プリズムホー
ルなどがいち早く導入を決め、現在 40 社が
導入。「KES」 は、地球温暖化防止京都会議
COP3がきっかけで誕生したもので、中小企
業が環境に配慮した事業活動に取り組めるよ
う考案された仕組みである。
問い合わせはNPO法人グラウンドワーク八
尾「大阪 KES 環境機構」
〒 581-0003　八尾市本町 5-1-3
　グランフェル八尾 301
TEL 072-991-8878　FAX 072-991-8808

　

花
束
み
た
い
な
寄
せ
植

え
作
品
展
が
２
月
12
日
～

14
日
に
八
尾
市
文
化
会
館

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
１
階
光

の
プ
ラ
ザ
（
八
尾
市
光
町

２
）
で
開
か
れ
た
。
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
「
グ
リ
ー

ン
オ
フ
ィ
ス
ベ
ル
デ
」
の

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
企
画
さ
れ
、
公
益
財

団
法
人
八
尾
市
文
化
振
興

事
業
団
（
原
正
憲
理
事

　

中
西
博
さ
ん　

中
西
工
業
株
式
会
社
会
長
、
１

月
27
日
に
逝
去
。八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
、

八
尾
東
部
産
業
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
を
務
め
、
地
域

貢
献
に
力
を
尽
く
し
た
。
享
年
88
。

　

黒
木
洋
さ
ん　

株
式
会
社
黒
木
食
品
代
表
取
締

役
、
１
月
28
日
に
逝
去
。
八
尾
商
工
会
議
所
青
年

部
な
ど
で
活
躍
し
た
。
享
年
78
。

　

大
安
秀
雄
さ
ん　

株
式
会
社
新
聞
印
刷
編
集
部

長
、
２
月
８
日
に
逝
去
。
本
紙
東
大
阪
新
聞
な
ど

様
々
な
地
域
紙
や
業
界
紙
の
編
集
を
行
っ
た
。
享

年
69
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
は

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
に
囲

ま
れ
た
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
か
ら
１
９
９
１
年
に
独

立
し
た
永
世
中
立
国
だ
。

　

２
月
８
日
、
ア
ジ
ア
協

会
ア
ジ
ア
友
の
会
が
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
留
学
生
の

ア
ー
ラ
ヤ
ロ
フ
・
ア
ザ
ッ

ト
さ
ん
（
25
）
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
て
、
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
の
紹
介
と
日
本
の

印
象
に
つ
い
て
の
講
演
会

が
開
か
れ
た
。

　

ア
ザ
ッ
ト
さ
ん
は
レ
バ

ブ
州
生
ま
れ
。
故
郷
で
英

語
教
師
を
し
て
い
た
が
２

０
１
７
年
に
来
日
、
現
在

京
都
大
学
大
学
院
で
経
営

管
理
学
を
学
ん
で
い
る
。

　

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の

首
都
は
ア
シ
ガ
バ
ー
ト
、

総
人
口
は
５
９
５
万
人
、

国
土
の
80
％
を
砂
漠
（
カ

ク
ラ
ム
砂
漠
）
が
占
め
て

い
る
。
国
土
は
５
つ
の
州

か
ら
な
っ
て
お
り
、
国
旗

の
５
つ
の
星
が
象
徴
し
て

い
る
。

　

宗
教
は
90
％
の
国
民
が

に
並
べ
て
皆
で
賑
や
か
に

食
べ
る
と
の
こ
と
で
、
話

を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も

美
味
し
そ
う
だ
。

　

国
の
自
慢
は
ト
ル
ク
メ

ン
絨
毯
と
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
原
産
の
馬
「
ア
ハ
ル

テ
ケ
」
だ
。
ま
た
、
天
然

ガ
ス
埋
蔵
量
が
世
界
第
４

位
の
国
で
あ
り
、
２
０
１

９
年
６
月
に
天
然
ガ
ス
を

原
料
と
す
る
世
界
最
大
の

ガ
ソ
リ
ン
製
造
プ
ラ
ン
ト

を
川
崎
重
工
業
が
現
地
に

完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

ア
ザ
ッ
ト
さ
ん
の
趣
味

は
ピ
ン
ポ
ン
と
サ
ッ
カ
ー

と
の
こ
と
。
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
語
も
教
え
て
く
れ

た
。 「
こ
ん
に
ち
は
」
は

「
サ
ラ
ム
」、「
あ
り
が
と

う
」
は
「
サ
グ
ボ
ル
」、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
訪

れ
た
ら
使
っ
て
み
た
い
。

　

日
本
の
印
象
を
聞
く

と
、「
皆
さ
ん
が
優
し
く

て
、
親
切
で
す
」
と
嬉
し

い
回
答
。
好
き
な
日
本
語

は
「
承
知
し
ま
し
た
」。

こ
の
答
え
に
は
思
わ
ず
参

加
者
が
感
心
し
た
。
日
本

に
あ
と
何
年
滞
在
す
る
か

は
決
め
て
い
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
日
本
語
の
習
熟

と
日
本
社
会
の
理
解
を
深

め
た
上
で
、
一
般
企
業
に

就
職
し
た
い
そ
う
だ
。
や

が
て
は
母
国
に
帰
り
起
業

す
る
考
え
だ
が
、
現
在
は

ま
だ
具
体
的
に
は
決
め
て

い
な
い
。

　

当
日
は
愛
妻
の
ミ
ャ
フ

リ
さ
ん
も
可
愛
い
赤
ち
ゃ

ん
と
共
に
参
加
し
た
。
講

演
会
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

に
、
ミ
ャ
フ
リ
さ
ん
が
手

作
り
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
の
お
菓
子
を
出
し
て
振

る
舞
っ
た
。

　

当
日
の
講
演
会
は
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
日
本
語

教
師
と
し
て
赴
任
し
た
森

崎
律
子
さ
ん
（
ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン
の
風
）
の
企
画

で
実
施
さ
れ
た
。

　

日
本
で
は
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
が
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
憂
慮

す
る
森
崎
さ
ん
は
、
ア

ザ
ッ
ト
さ
ん
の
巧
み
な
日

本
語
ト
ー
ク
に
よ
る
「
ト

ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
紹
介
講

座
」
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
計
画
と
の
こ
と
。

　
「
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

留
学
生
、
母
国
を
語
る
」

第
２
弾
は
、
３
月
19
日

（
木
）
10
時
30
分
～
12
時
、

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
５
階
第
９
研
修

室
（
大
阪
市
北
区
梅
田
１

―
２
―
２
―
５
０
０
、
大

阪
駅
前
第
２
ビ
ル
５
階
）、

定
員
24
人
、
参
加
費
８
０

０
円
。

　

申
し
込
み
は
森
崎
律
子

さ
ん
（
☎
０
８
０
―
５
３

２
６
―
３
８
０
９
）
へ
。

　

な
お
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
訪
問
ツ
ア
ー
が
今
秋

頃
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
じ
く
森

崎
さ
ん
へ
。

 

（
小
川
秀
人
）

グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
ベ
ル
デ

グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
ベ
ル
デ
2020
周
年
記
念

周
年
記
念

浅
野
文
亮
さ
ん

珍
し
い

模
様
の 

石
鯛
を
釣
り
上
げ
る

世のため 人のため 後世のために世のため 人のため 後世のために

　

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
前
会
長
の
浅
野
文
亮
さ

ん
（
63
）
が
、
２
月
20
日

に
屋
久
島
で
珍
し
い
模
様

の
石
鯛
を
釣
り
上
げ
た
。

　

浅
野
さ
ん
の
定
宿
は
民

宿
・
海
寿
苑
（
鹿
児
島
県

熊
毛
郡
屋
久
島
町
原
２
２

２
、
☎
０
９
９
７
―
４
７

―
２
２
９
１
）。
１
泊
２

食
付
き
で
７
、
５
０
０
円

と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。

　

若
夫
婦
が
営
ん
で
お

り
、
奥
さ
ん
は
朗
ら
か
で

明
る
く
、主
人
は
親
切
で
、

磯
に
瀬
渡
し
を
し
て
く
れ

る
。
瀬
渡
し
を
し
た
後
、

自
ら
船
を
出
し
晩
ご
飯
用

の
魚
を
釣
る
。
釣
っ
た
ば

か
り
の
魚
が
食
卓
を

飾
る
の
で
、
こ
れ
ほ

ど
贅
沢
な
こ
と
は
な

い
。

　

近
く
に
は
風
情
あ

る
源
泉
掛
け
流
し
温

泉
「
尾
之
間
温
泉
」

が
あ
る
（
入
泉
料
２

０
０
円
）。
日
頃
の

疲
れ
を
落
と
す
の
に

ち
ょ
う
ど
い
い
。

磯釣りで釣り上げた石鯛を持つ
浅野文亮さん（65cm と57cm）

日時：３月11日（水）～ 16日（月）10時～ 17時30分
会場：八尾市観光協会ギャラリー
　　（近鉄八尾駅中央改札口真下）
入場料：無料

日時：３月22日（日）14時～（13時30分開場）
会場：八尾市文化会館プリズムホール４階会議室１
　　（八尾市光町２―40）
講師：斉藤貞三氏（毎日新聞制作技術局長）
パネリスト：現地で活動した日本人ワーカー
入場料：無料
主催：ペシャワール会大阪（TEL 090-3164-8068 松井さん）

ペシャワール会中村哲の歩みをたどるペシャワール会中村哲の歩みをたどる
パネル展

講演とパネル・ディスカッション

　トルクメニスタン留学生、 母国を語る

母国の紹介と日本の印象
アーラヤロフ・アザットさん

広
域
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